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50 周年を迎えるにあたって 

会 長  加 藤 裕 子 

50 年前、障がいを持った子どもの親たちが、我が子の幸せのためにと集まって立ち上がり、行動

を起こしたのが当会の始まりです。様々な立場にある支援者の方たちや賛助会員の方々に支えられ

ながら歩み続けてきました。地道に、着実に歩み、50 周年を迎えられたというのは、素晴らしいこ

とです。 

様々な不安や、切実な思い・要望などを抱えた保護者、当事者たち、家族が集い、その声を挙げ、

聴き、まとめて、関係者や関係部署に届け、実現に向けていく事から始まり、親たち自らも大切なこ

とのために学ぶことを続けてきた活動が、今日まで形を変えながらも続いてきたのだと思います。 

これまで、様々な悩みや思いを抱えながらも、会として相談し合い、研修に臨み、啓蒙活動を続け

て来ました。また、当事者が主体的に豊かな地域生活を送れるようになるためにはどうしたら良い

のか、考えを巡らせその支援を目的とした事業の展開もしてきました。 

 人と人とが集い、聴き合い、話し合いながら、様々な制度や施策、その変化についても学ぶことを

続けながら歩んでこられた 50 年の歴史を思い、つい感動の言葉がくどくなってしまいました(反省)

が、言葉を削ることは難しく(ごめんなさい)こうして継続してきたことこそが何よりの力であると考

えます。 

これまで、10 年前の育成会全道大会の開催は言うまでも無く、療育キャンプやスキー教室などの

事業を立ち上げ、研修会活動などを続けて来られたのは、いつも市役所・教育委員会・社会福祉協議

会・障がい児教育に携わる教師の方々や支援事業者の方々のお力を、たくさんお借りして来られた

からこそのことです。ひたすら感謝です。 

この数年、コロナ禍による様々な行動制限は、当会にとっても大きくて深刻な影響がありました。

ようやく、集まること、皆で出かけることが可能となって、それらがどんなに大切な時間であった

かを、あらためて実感しています。 

どんなに厳しい状況にあっても歩みを止めないこと。「できないね、難しいね」と諦めてしまわず

「何ができるか、どうしたらできるか」と、前に進む取り組みを大切にしながら、思いを温めて繋い

できたことを、これからも続けていきたいと思います。この街から「親の会」を無くしたくはないの

です。障がい児者の家族にとって、何かの時には声をかけられる存在でありますように、互いに励

まし、支え合いながら、多くの方々と繋がっていきたいものだと考えています。 
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北広島市保健福祉部 部長  奧山 衛 

 

親の会５０周年、心よりお喜び申し上げます。昭和４９年の会の発足から５０年間の永きにわた

り、しょうがい児者の福祉の増進を図るために保護者の方が中心となり、様々な活動を継続されて

きたことは、並々ならぬ熱意と情熱がなければできないことであり、改めて前佐藤みどり会長、現

加藤裕子会長をはじめ、歴代の役員及び会員の皆様には多くのご苦労があったことと存じます。 

親の会の皆さんとの思い出といたしましては、まず、平成３年から４年間実施した小規模作業所

の開設を目指した「はんかく祭」であります。この地域イベントは私も一市民として参加させてい

ただき、親の会の皆さんを含め、多くの市民の方々と一緒になって作り上げたものとして今でも強

い記憶が甦ります。 

当時は私もまだ２０代ということで、開催日が近づくと、徹夜でイベントの準備をしながら日中

は役場の仕事をするという状況でした。４年間で目標の１千万円をためることができ、小規模作業

所開設には至りませんでしたが、後の「フレンドリーセンター（旧共栄分校）」の機能の一部に活

用されたことは、イベントの企画・運営は大変ではありましたけれども、自身を成長させるとても

充実した日々であったと思っております。 

平成１９年からは市役所の障がい福祉担当となりました。親の会の皆さんとは、定例会である青

空会への参加をはじめ、仕事上での関係性となり、障がい福祉の課題についての意見交換など、時

には熱い議論をすることもありましたが、「療育キャンプ」「研修旅行」「成人式」「親の会３５周年

記念事業」等、数多くの事業や活動を通じまして、相互理解が深まり、現在に至っているものと考

えております。 

障がい福祉を取り巻く環境は日々変化し、多くの課題も未だある状況ですが、今後もこれまでど

おり近い距離感でお付き合いを続けていきたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

 皆さんの財産となっているこれまでの活動がさらに継続され、末永く歴史を刻まれるととも

に、保護者の皆さんとお子さんの健康とご多幸を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただ

きます。 

 

 

 

 

社会福祉法人えぽっく 参事 向島 久博 

 

北広島市しょうがい児者を持つ親の会会長加藤裕子様、会員の皆様、また歴代会長の皆様、50

周年おめでとうございます。 

今、何気なく利用している、北広島市の福祉サービスがあるのは、親の会の皆様の活動があった

ことから、出来上がったものだと思います。 

私のことになりますが、市役所時代、平成 13 年 4 月に福祉課に異動になりました。福祉の仕事

北広島市しょうがい児者を持つ親の会５０周年を祝して 



3 

 

は初めてで、何もわかりませんでした。当時の会長の佐藤さんが、市役所に挨拶に来られ、そこか

ら、親の会の皆様との交流がはじまりました。 

親の会の活動を知るために、毎月の青空会に参加し意見交換を行いました。 

当時の福祉制度は、措置制度、自由にサービスの内容と事業者を選ぶことはできず、行政が、事

業者とサービスの支給量を決める、行政処分でした。 

当時の福祉サービスは、施設入所が主で、通所サービス利用者は少数、居宅サービスが始まりか

けた時代でした。居宅サービスは、身体障がい者の利用が中心で、サービス提供事業者は、介護保

険事業者であり、利用者が事業者を選ぶことはできず、北広島市では、地区割となっていました。 

しかし、平成 15 年に施行された、支援費制度が福祉サービスの大きな転換期となりました。利

用者が、サービスを選べる仕組みとなり、また、自由に事業所と契約を結びサービスの提供を受け

る形となりました。 

この時、親の会の皆様と、必要なサービスは何か、望むサービスの内容は何か、市として、どの

ようなサービスを作り上げるか等幾度と話し合いを重ねました。また、市議会にも働きかけを行っ

てもらいました。市議会への陳情や、市議会議員による議会での質問等いろいろな働きかけを行い

ました。 

また、レスパイトサービスを行っていた、かいけつ太郎を見学し松坂優氏（現、社会福祉法人え

ぽっく理事長）に話を聞いたり、助言を受けたりし、サービス利用者、サービス提供者の双方の意

見を聞き、使えるサービス、使われるサービスを制度化しました。 

この結果、通勤通学も利用できるガイヘル（ガイドヘルプサービス）、いち早く実施した日中一

時など、どこの町よりも充実した内容となり、また、北広島だけのサービスを作り上げることがで

きました。特にガイヘルは、先進的な福祉サービスとして、全国的に北広島市が話題となり、北海

道が行っていた、タウンミーティングでパネリストとして参加する機会もありました。 

平成 15 年に、佐藤会長から声がかかり、千歳市民プールで開催された北海道ハンディキャップ

水泳大会を見学しました。全道から 200 名以上の選手が参加し、親の会の会員の子供さんも参加

していました。種目では、自由形やバタフライ、個人メドレーもあり、競技を見て今でも、感動し

たのを覚えています。翌年から、ハンディキャップ水泳北広島支部を組織し、福祉バスで函館市、

旭川市、釧路市の大会に参加したのは、思い出深いです。今年令和 6 年は、北広島市の西部プール

で第 38 回北海道ハンディキャップ水泳大会が開催され、えぽっくボランティアとして参加しまし

た。 

最後になりますが、私は、平成 20 年 3月まで福祉課に在籍し、その間、北広島市しょうがい児

者を持つ親の会の皆様と毎月の青空会や研修旅行で交流を図ることができたことに感謝いたしま

す。ありがとうございます。 

今後も、北広島市の福祉を充実する活動を進め、北広島市しょうがい児者を持つ親の会が発展す

ることを願います。 
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社会福祉法人 北ひろしま福祉会 就労センタージョブ所長 倉場政直 

 

北広島市しょうがい児者を持つ親の会の創立 50周年を心よりお祝い申し上げます。 

50年という長い歴史の中で、会の皆様が社会に果たしてきた役割や数々の活動を通じて築かれた成

果に深い敬意と感謝の意を表します。 

この半世紀、障がいのある方々やそのご家族を取り巻く環境は少しずつ改善されてきましたが、それ

は皆様のたゆまぬ努力と献身の賜物に他なりません。制度の充実、社会的な理解の促進、そして一人ひ

とりの尊厳と可能性を尊重する社会づくりのために尽力されてきた歩みは、多くの人々に希望を与え続

けています。 

 

私自身は、障がい福祉の現場でたくさんの方との出会いをいただきました。そして、その中で今でも

大切にしていることは、やはり“親の想い”です。どのような想いで我が子を育て向き合ってきたの

か。上手に気持ちを表現できない我が子の心をわかってもらえているのか。ご家族が感じる喜びや葛

藤、不安などたくさんの想いに触れることができたからこそ、支援者として何ができるのかを考え、実

践に結びつけてこられたと感じています。 

5年先 10年先も地域で安心して暮らすことができ、豊かでしあわせな人生だと思える社会をつくっ

ていく仲間として、今後も一緒に活動させてもらえたら幸いです。 

 

北広島市しょうがい児者を持つ親の会という存在は、ひとりでは解決できないこともたくさんの仲間

と共に歩むことで未来を作り出せるということを証明してくれています。今後ますます役割は重要性を

増していきます。次の 50年に向け、さらなる前進を遂げられることを確信しております。 

これからも、お一人おひとりが健康で幸せな日々を送られますよう祈念いたしますとともに、よりよ

い未来へ向けた新たな一歩を踏み出されますことを期待しております。 

 

心からのお祝いと敬意を込めて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「みどりのアスパラガス」50周年記念号発行にあたり、ご多忙の中、

福祉課 奥山様、（社）えぽっく 向島様、北ひろしま福祉会 倉場様

には、ご寄稿いただきまして、誠にありがとうございました。 

 皆様からの、心温まるメッセージをいただき、会員一同、改めて感謝

申し上げます。 

祝 創立 50 周年 
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私の息子は、46 歳になりました。私が親の会に入会したのは、息子が小学校入学の年です。も

う、40 年になるのですね。親の会入会前から、子どもを遊ばせるために数人のお母さん達と「あ

りんこの会」を作り、体操教室などを開催したりしました。今のように支援が整っていない時代で

したので、必死だった気がします。 

入会してからは、療育キャンプ、研修旅行、新年会、クリスマス会（社協）、夏休み、冬休み教

室（救育委員会）、青年教室（福祉会）、コンサート（道都大学ボランティア）、たくさんの行事の

中で、息子は皆さんに育てられたのですね。他には、三町合同学習会（長沼、南幌、北広島）、親

の会バザーなど、終った行事もありました。 

会長になって挨拶に市役所にうかがった時、担当の方が「何か必要な事があれば具体的に言って

下さい。出来る事は応援しますよ！」と言って下さいました。 

それからは、よく市役所に足を運びました。その中から新しい事業が生まれた事もありました。

今でも、私は市役所は落ち着くところです。 

親の会主催の研修旅行には、福祉課の方々も同行して下さり、子ども達とたくさんかかわってい

ただきました。本当に明るく豊かな日々で、親子共々青春時代？でした。 

今年は、親の会協力のもと、輪厚市民プールで「北海道ハンディキャッフ泳大会」を開催させて

いただきました。上野市長様にも、おいでいただき、道都大学、社協、えぽっく、福祉会、行政の

皆様方に大変お世話になり無事大盛会に終えるができました。本当に感謝しています。 

40 年間親の会にいますが、皆、子ども達の笑顔がたくさんみたいという気持で、活動している

のでしょう。「エスコン」という夢のお城が出来、北広島は、とんどん変わっていきますね。 

息子達は、まだまだ青春！！"。 

親の会の皆さんこれからも、よろしくお願いします。 

佐藤みどり 

 

 

 

昭和 49年 11月、市内の 6家族が集まり、「広島町障害児者を持つ

親の会」を発足しました。 

当時は、市内には適切な医療機関、療育機関、学校がなく、我が子の 1

年後の姿すら想像できない状況でした。 

「同じ悩みや不安を持つ親同志で語り合いたい」「少しでも子どもの

将来に役立つ事をしたい」との思いで、当時の保健婦さんの力添えを得

て、準備を重ね、スタートしました。 

それは、ゼロからの出発であり、大変な時間とエネルギーのいること

であったと思います。 

★これまで長きに渡り会長や役員を務めていただきました、 

佐藤みどり前会長にご寄稿いただきました。 

これまでを 

振り返って 

私たちの歩み 
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年数 親の会の歩み 

1974 年（昭和 49 年） 11 月 

広島町障害児者を持つ親の会（現 北広島市しょうがい児者を持つ

親の会）設立 

会報誌「親の会便り」（現 みどりのアスパラガス）第 1 号発行 

３町（広島、長沼、南幌町）合同交流会 

1975 年（昭和 50 年） 8 月  

第 1回 療育キャンプ 実施 

（現 社協主催 療育キャンプ） 

1981 年（昭和 56 年） 
広島町議会へ精神薄弱者（現 精神発達遅滞）の 「運賃割引制度」

嘆願書提出 

1983 年（昭和 58 年） 
福祉バザー 開始 

将来の生活の場を作るための資金作りを始める  

1984 年（昭和 59 年） 学童クラブ ありんこの会 

1985 年（昭和 60 年） 授産施設に向けてプロジェクトチーム立ち上げ 

1988 年 初の親子トランポリン教室 

1991 年（平成 3 年） ポパイの店 週 1回の担当となる 

1993 年（平成 5 年） りんごクラブ 

2000 年（平成 12 年） 
フレンドリーセンター事業 

9/23（土）オープンセレモニー 

2002 年（平成 14 年） 
北広島市障害児者を持つ親の会 

30周年記念事業 「感謝の集い」 

2004 年（平成 16 年） 
みどりのアスパラガス 100 号 発行 

親の会 シンボルマーク 決まる 

2008 年（平成 20 年） 

Spring コンサート（札幌吹奏楽団） 
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2010 年（平成 22 年） 

地域交流事業 社会福祉法人 プロップステーション理事長 

竹中ナミ氏 講演会 

 

映画「ぼくはうみがみたくなりました」上映会  

2013 年（平成 25 年） 

40周年記念事業 

Winter コンサート（札幌吹奏楽団） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2015 年（平成 27 年） 

第 60回 北海道手をつなぐ育成会全道大会 北広島大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2016 年（平成 29 年） 映画 「みんなの学校」上映会 

2019年（令和元年） 親の会ホームページ開設 

2021年（令和 3年） 

世界自閉症啓発デーin北広島 啓発パネル展始まる 
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親の会５０周年おめでとうございます。 

５０年前、親の会創設に至るまでには大変なご苦

労があった事と思います。当時の状況に想いを馳せ

て深く感謝致します。 

この先は、子どもたちの未来を考えると親として、

心配は尽きないです。叶うならばいつまでも元気で

いたいと思います。子どもたちが小さな楽しみを見

つけて自分らしく、生きていけたらと願っています。今

も昔も子どもを思う親の愛情は同じですね       

岡本 

息子と共に。。 

50 周年おめでとうございます。 

これからも会の活動が続きますよう、今後

は出来るだけ活動に参加していきたい気持

ちでいます。 

今年初めに病気に罹り自身の健康に自信

が無くなって落ち込む日もありますが、息子

と共に前を向いて進んでいきたいと思って

います。細谷 

祝 50 周年！ありがとうございました 

親の会に入会したのは発達支援センターを卒園し

て少しした時でした。当時すごい会員数で皆さんとて

も親切で子供達の年齢層も広くたくさんアドバイスを

頂きました。その傍らで学校に在籍している時に動く

チャンスだからといろんな機関に出向き、議会に陳情

したり、普通なら経験しない体験もさせてもらいまし

た。支えて下さる皆さんがこんなにたくさんいるのに

心から感謝しています。今後もよろしくお願いします。 

國岡 

息子 40 歳 母 70 歳     

会員名簿の上段に載っている 

会に入ったころは当然下でした  

楽しい思い出ばかりです 

今は名ばかりの会員ですが    

会報を 楽しく拝見しています 

田中 

親の会創立 50 周年おめでとう御座います。北

広島に来て、療育キャンプに参加出来る素晴らし

い会があると聞き入会しました。幼少期だった息

子も、来年就労する事となりました。親の会で沢山

の方達に会い経験した事が成長の糧になりまし

た。活動内容は変わってきましたが、これからも宜

しくお願いします。仲上 

50 周年おめでとうございます！ 

私が親の会に入会したのは 10 年前に國岡さんに誘ってもらって

ですね。入ってからは定例会や講演会に参加してきましたが、私が

どんな話をしても共感して聞いてくれて、皆さんのお話も心にじ〜

んとしみて毎回の参加を楽しみに参加しています。これからもよろ

しくお願いします。南 

次男は多動があり、動きが激しいです。療育や病院、買い

物などに私が車に乗せて運転するのですが、乗せるのも一

苦労で、車の上に財布を乗せたまま運転したことがありまし

た。その時は、私一人での対応の限界を超えていると思い

ました。その後縁があり、北広島市しょうがい児者を持つ親

の会に入らせていただき、貸し切りバスのお出かけに行った

時は、自分が運転しないで移動でき、レクを楽しむことがで

きると、とても感動したことを覚えています。 

今年 50周年と知りました。息子たちが親の会の行事が大

好きです。今までお疲れ様でした。これからもよろしくお願

いします。相馬 

息子は今年で 25 歳、グループホームに入居し親

以外の人と関わる時間の方が多い生活です。 

ここ最近は親の体調が悪く親の会での外出や活動

も難しい時もありますが、また体調が回復したら息

子が大好きな余暇支援活動、新年会など親子で参

加したいと思っています！大西 

五
十
周
年
に
あ
た
っ
て 
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50 周年おめでとうございます。 

その 50 年の歩みの片隅に仲間入りさせていただけたこと、心より感謝しております。 

私の息子は現在グループホームで生活しております。 

障害があると診断される 7 歳まで、そして診断を受けてからも周囲から理解されることも受け入

れてもらうことも本当に大変でした。言葉がある、喋るという事が対応を難しくしていたと思います。 

今ではよく引にする発達障害ですが 30 年程前は情報も少なく手探りの世界でした。 

それでも、様々な方々のサポートで今ではかなり落ち着いて生活が出来るようになってきました。 

周りの子よりもゆっくりですが障害児なりの親から独立をして我慢や周りを気づかうこと、精神的

にも大人になっていく息子の成長を楽しみに見守っている今の自分です。 安味  

 親の会に入会して約３０年、親子でいろんな行事に参加さ

せていただき、楽しい思い出をいっぱい作ることができまし

た。子供のことを相談したり、会を通して道肢連ともつなが

りを持つことができて、子育てにおいて、親の会には本当に

感謝しています。私が助けられたように、今後、親の会が、

多くのしょうがいを持つ親御さんの助けになりますように。 

井上 

親の会５０周年 おめでとうございます。 

麻美が 7歳で、入会させて貰い親の会に２６年関わ

る事が出来ました。 

療育キャンプ、バザー、クリスマス会などなど、様々

な事柄が思い出されます。 

これからも、この親の会が良き情報発信をして行く

事を願っています。 浮田 

親の会の 50 周年にあたって 

親の会の活動に触れた一番最初は、32 年前、息子が生

まれ、つばめ学級でお世話になっていた時に、療育キャン

プがある事を教えてもらい参加した時だったと思います。

何をどうしたら良いのかも分からない頃で、先生が勧め

てくれる事はやってみようと言う感じでした。まだ、外を歩

けないわが子を抱っこして真夏の海へ。センターの先生

以外知らない人ばかりでしたが、参加者もサポートして下

さる方もみんな楽しそうで優しくて、こんな居心地の良い

空間があるのかと思いました。 

 小学校に上がる時に、親の会に入会し、先輩方のあと

をついて、いろんな事業に参加させていただきました。お

世話になったあの方は、今どうされているだとうと思う

と、本当に懐かしいです。50 年という長い年月を繋ぎ続け

てくれていた方々に、感謝と尊敬の思いです。中川 

会
員
メ
ッ
セ
―
ジ 

娘が 2 歳の時に自閉症の診断を受けました。「やっぱり…自

閉症だった…」と思ったのをよく覚えています。否定しても否定

しても、娘の様子はその症状に当てはまりました。すぐにネット

で自閉症協会を探し、入会しました。そして、通園が始まり、そ

こで北広島にも障がいのある子どもの親たちの会があること

を教えていただき、小学校に入学を機に、入会しました。 

同じ特学には親の会の先輩母たちがいて、とても心強かった

です。子育ての先を進んでいる先輩の皆さんには、色々なこと

を教えていただきました。通園で一緒だった仲間も、親の会の

皆さんも、親の会での活動も、私には子育ての原動力になり、

そして財産となりました。 

今は SNS 等で、障がいのある子ども子育ての様子を発信し

ている動画が多く見受けられます。発信し、コメント（共感やア

ドバイス等・・・）をもらう。私たちが定例会でやっていること、ラ

ンチで話していること、学習会で意見交換していることと、根本

は同じだ！ 皆、一人ではないこと、知ってほしい、聞いてほし

い、「そうだよね」「わかるよ～」の共感が必要なのだ！と、つく

づく思うこの頃です。斉藤 
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この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私たちの活動を広く紹介する目的で発行しています。ほかの目的に使

用しないよう、また、破棄する場合は取り扱いにご注意下さるようお願いいたします。（258 号編集担当：斉藤） 

会報担当【中川民恵 斉藤圭美 井上野花】 

 

 

 

【日時】令和 7年 1月 19日（日） 

 11：30～ 

【会場】NEVER END LEO 

【参加費】2,000円 

【参加申込】1月 10日まで 

グループ LINE,または新年会チーフ相馬まで 

 

※詳細は別紙のご案内にてご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

10 月 10 日の岡田先生の学習会に参加しまし

た。 

今年の６月から制度が変わった話など聞けて障が

い者の意思決定支援に利用者本人を参加させる制

度になったことと、私は親がいなくなった後の住

まいは？に関心があるので、変化が苦手なうちの

子が住み慣れた家に住み続けられるのではない

か？と希望が持てました。 

そして最後に話された「今を大切に。過度の心

配は自傷行為と同じ。あまり遠くを見ないで自分

を励ましながら明るく生きていこう」の言葉にと

ても励まされました。これからも制度は変わって

いくので障がい児者にとって、親も安心できる制

度になっていくことを願っています。 

ありがとうございました。      南 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 10日 
 （社）えぽっく・フードバンクぼすこ様 来会 
 
10月 24日 
南幌養護学校の教育環境改善を求める要望書を
道教委に提出同行         （中川） 
 

10月 29日 
第 4回石狩地区手をつなぐ親の会連絡協議会
会議出席             （中川） 
 

11月 14日 役員会 
 
11月 17日 
北海道自閉症協会事務局・三役会議 （斉藤） 

 

 

 

NPO 法人 フェアリー 様 

 

 

 

 

 

【期日】令和 7 年 9 月 27 日（土） 

【会場】千歳市民文化センター 

「北ガス文化ホール」 

 来年の道育成会の全道大会は、千歳で開催され

ます。千歳大会は、石狩ブロックの育成会（石

狩、江別、千歳、恵庭、北広島）が大会実行委員

となり、開催することになりました。  

 北広島からは、加藤会長が大会副実行委員超長

となり、副会長中川が実行委員となり、実行委員

会などに出席いたします。 

また、北広島は、第 2分科会｛暮らし、自

立、親なきあと…｝を担当することになりまし

た。また、皆さまご協力をお願いすることになり

ます。どうぞよろしくお願い致します。 

 新年から具体的な検討に入る予定です。 

新年会・成人を祝う会ご案内 

学習会「親いるあいだに考える 

親なきあとのこと Part2」参加報告 

活動報告 

 千歳大会 


